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その中で、相対的に見て、これは素晴らしい工夫だけど、これはまあまあだという違いは

あるかもしれませんが、すごくまずいから駄目ですというケースはあまりないと思います。 

 

�加��： 

ありがとうございます。そこで一つ、さらに言いますと、私は学生にこの批判能力とか、

あるいは問題発見能力をこんなふうにつけさせていたのですという手法ではなくて、結果

と言うか、アウトカムズを書いてこられる方もあるのではなかろうかと思うのですが、そ

れに対するエビデンスみたいなものはどうやって提示するのでしょうかということをお伺

いしたい。 

 

日比谷： 

一つは、私が授業評価は授業効果調査という名前でやっているのですが、それはセットに

なっている予め与えている設問というのがあって、それはとにかく全員答えるのですが、

その下に、新しく自分で設問を加えられるようになっているのです。例えば、私はこの授

業では今回新しくこういう試みをしたので、このことについて特に聞いてみたいという場

合によく加えることがあるのですが、その加える項目の中に、これに特化したような質問

も入れて、それに対してどんな反応があったかというようなものを出してくると、それだ

けでエビデンスとは言えないと思いますが、一応、学生がどのようにその批判的な思考力

を養うかという点で、どのように評価しているかというのはそれなりのデータは上がって

きます。 

 

�加��： 

よく分かりました。ありがとうございました。 

 

��： 

どうもありがとうございました。その他、ございますでしょうか。どうぞ。 

 

�加��： 

大学の総務を担当しております。私は今日の講演会を聞かせて頂きまして、ポートフォリ

オの利用法と致しまして、本格的ではなくても、今すぐにでも利用できる活用できる方法

としまして、やはり日比谷先生がお話されたように、私たちのところであれば、教授の選

考のときにこれが利用できるのではないかと思ったわけですが、柳澤先生のお話を聞きま

すと、かなりメンターを養成して、このポートフォリオを作成するというような方向にい

っておられますが、私の感じでは、日比谷先生のやられておるような方法であれば、メン

ターを養成しなくても出来るのではないかと思うのですが、その辺どういうふうに柳澤先

生と、日比谷先生とのお考えを少し聞かせて頂ければと思います。 

 



− 64 − − 65 −

 58

��： 

セルディン先生とキング先生にちょうど私も質問しようと思っていたのは、ICU の昇進

のための自己評価報告書ではメンターというのは関わっていません。 

 

日��： 

公式にはもちろんメンター制度というのはありませんので、関わっていないのですが、た

だ自分はこういうふうに書いたので見てくれと個人的に言ってくる人はいます。 

それからもう一つは、自薦の場合はいきなり学部長に出してしまうと思いますが、デパー

トメント長推薦という場合は、何人かのデパートメント長から直接聞きましたが、デパー

トメント長がそれに目を通した時に、ここはもう少しこういう事を入れたらどうかと言っ

たりはしていると思うので、オフィシャルには無いけど、インフォーマルには全く無いわ

けではないというのが実状です。 

 

��： 

ティーチング・ポートフォリオ、アカデミック・ポートフォリオにおいて、メンターの存

在がクリティカルに重要であるかが論点になると思います。ポートフォリオを作成するプ

ロセスの中で、メンターは極めて重要であり、アカデミック・ポートフォリオであれば、

４日くらいかけて作り、ティーチング・ポートフォリオでも３日くらいかけて作るという、

非常に手間がかかるようなことをやっているわけです。メンターとメンティのインタラク

ションが非常に重要であるというのは理解できるのだが、あまりにも時間がかかるのでは

ないかというようなご質問だったと思うのです。ポートフォリオを普及するためにはそこ

をどういうふうにして解決していけばいいかというのを、ぜひ両先生にお答え頂ければと

いうふうに私も思います。 
 

セルディン： 

まずご提案したいのは、ポートフォリオを書くにあたっては別にメンターはいなくてもい

いのです。ティーチング・ポートフォリオ、アカデミック・ポートフォリオについて書い

た私の本の中で、ポートフォリオをメンターがいない場合にどうやって書いたらいいかと

いうことを書いたセクションがあります。 

必ずメンターというのがあるというわけではないので、しかしメンターがいる場合には、

非常に重要な役割を果たしてくれると思います。なぜかと言うと、ドラフトを見てもらう

というだけではなく、個人的に読んで頂いて、多分何回かドラフトを読んでくれると思う

のです。そしてかなりメモを取ってくださると思うのです。それで、そのメモに基づいて、

それぞれ３回のミーティングの中で、考えをシェアしてくれるはずです。 

私も私のチームのメンバーも例えば、ある大学に招かれて行って、そこの先生方と活動す

るとすれば、メンターとして昼も夜も活動します。昼間は個別のミーティングがあります

し、夜はそれを読ませて頂くという、メンターとして活動するならば、４日間で 20 時間か
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ら 24 時間くらい活動していると思います。 

ただ、とても興味深いのは、昼間の時間帯に恐らく 95%の人たちが４日目にはポートフ

ォリオを完成させることが出来ると思います。このプログラム自体が非常にタイトにスケ

ジューリングされているからです。毎日やることがあるわけです。ポートフォリオを始め

たときに、実はこう思っていました。例えば、１セメスターを与えたならば、より良いも

のが出来るのではないか。これは実は間違っていたのです。アメリカにおいては１学期使

ってずっとドラフトが書くことが出来るなんていうことになると、結構書けないのです。

恐らく、完成度というのは 60%だったと思います。１学期全体を与えられて、ポートフォ

リオを書き上げられる人は 60%、４日間でやれと言われて、95%の人が書き上げました。 

また、このプログラムに参加した人は任意に参加したということも重要だと思います。も

う一つは、高等教育については日本だけではありませんで、アメリカにおいてもなかなか

色んなことが動くためには時間がかかるということです。 

まず始めるにはどうしたらいいかという提案をさせて頂きたいと思います。幾つか具体的

なことですが、まず小さなパイロットグループで始めたらいいと思います。参加していた

だく先生方は全部任意で参加して頂くということ。そしてこのパイロットグループにおき

ましては、少なくともその参加者の一部の人たちに関しましては、非常に評判の良い人た

ち、また同僚の人に良い影響力を与えられる人たちを選ぶということです。そこから勢い

がつくということがあると思います。 

また、参加して頂く方々は年齢的にあるいは地位的には様々異なる人たちに入ってもらう

のが良いと思います。 

もう一つ出来ることは、パイロットグループに参加して下さる先生方の中で、ポートフォ

リオを作る最初の大きな目的というのは教育活動の改善であると。少なくとも最初の２、

３年くらいは昇進のベースとして使うということはないという合意に達することではない

かと思います。 

もう一つ大切なことは、完璧を求めて、永遠にこの作業を続けないということです。完璧

というのは無いわけです。何十年かけても完璧なものというのは出来ないと思います。大

切なことは何か始めたら、完璧さを求めるのではなく、少しずつ改善していくという姿勢

でやることだと思います。完璧なものは無いと思います。 

 

��： 

ジェフさん、何かありますか。 

 

�ング： 

タイミングの問題ですが、例えば、短縮バージョンと言いますか、集中的にやるというこ

とです。セルディン先生がおっしゃった通り、４日とか５日間のうちにやろうということ

になりますと、完成率は高いと思います。私どもの大学でも１週間のワークショップに参

加して、ポートフォリオを書いて下さった先生方はこうおっしゃっていました。例えば１
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学期全体を使っても良いと言われたら恐らく出来なかっただろうということです。という

のは、学期の間には研究のこととか、教えることとかを考えているわけです。ですから、

このタイミングというのが重要だと思います。４日か５日くらいのワークショップを例え

ば、春のセメスターが終わって、土曜日に卒業式が終わって、そのすぐ翌週の月曜日から

始めるのが良いと思います。なぜかと言うと、ほんの一握りの人たちを除いて、夏の授業

が始まるわけです。春の卒業式が終わって、ほんの僅かな時間がやはり先生方は参加をし

やすいということで、そう意味ではタイミングが重要だと思います。先生方がこれだけの

１週間なら１週間という時間を費やして、集中的に活動できるというのはそういう時期だ

と思います。 

 

��： 

エリザベスさんからメンターについて何かコメントがあるようですが、いかがでしょうか。

プロフェッサー・エリザベス・ミラーはティーチング・ポートフォリオ、あるいはアカデ

ミック・ポートフォリオのメンターとしてご活躍なので、明日はワークショップではお話

して頂きますが、メンターの話題になりましたので、少しコメントを頂きたいと思います。 

 

ミラー： 

皆さん、こんにちは。メンターという立場から申し上げますと、メンターの役割というの

はメンティが異なった視点を持つことが出来る。そういう役割を果たすということだと思

います。つまり、ご本人の考え方ではない考え方を提供するということです。メンターに

なる人はメンティの学問分野外の人間にするという方針を持って、私どものところではや

っています。特に、研究活動の中では、メンターは外部の声の役割をする。例えば、誰か

が研究文書、学術的な文書を書いた場合、その学問分野の人しか分からない言葉が使われ

ているかどうか。外の人が読んだとしても、それが本当によく分かる。どんな活動が行わ

れているのか、学術的な仕事が行われているのか外の人にも分かるように書くというのが

大切だと思うのです。例えば、メンターとして、例えばナノバイオロジーについて、ある

いは工学の分野の仕事であるとしたら、ここのところをもっと分かりやすく書いてもらえ

ませんか。まだ私には分からないのですが、先生がやってらっしゃる研究についてよく分

からないが。ということがあります。そういうことがメンターとして出来ることの一つで

はないかと思います。 

それからもう一つ出来ることは、先生方の持っている資産の中身について明らかにしても

らうということです。私たち学者というのは非常に批判的です。私たちの持っている強み

について控えめに表現するというところがあると思います。自分自身に対しても批判的に

見るという習慣がついているからです。外の人間が、例えば、それぞれの学問分野の中で

何をしているのか。どういう方法を使っているのか。そういうことは、ご本人は、これは

誰でもやっていることではないかと思うことがおありになると思うのですが、例えば、こ

ういうことを教えるときに学生にやりました、あるいは外から人に頼んでレクチャーをし
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に来てもらいましたとか、あるいは自分のノートをインターネットで公開しましたとか、

そういうようなことをしたとしても、そんなことはみんなやっているのではないかと思わ

れて、それを特別なこととは考えない。ですから、公表をしないということもあると思う

のですが、でもそういうことも外から見ると役に立つということもあると思いますから、

外のメンターとしてそういう指摘をすることがあります。 

 

川口： 

ご質問を頂きますが、どなたかいらっしゃいますか。 

 

����： 

大学の企画を担当しております。主に、生和先生と他の方にもご意見を頂きたいのですが、

生和先生のお話で、内部質保証というのは組織から個人に入っていくと、目標も大学とし

ての目標から個別目標に入っていくというお話をされたと思うのです。ここの共通目標と

しては、例えば、中期目標を想定した場合、要するに、個人の目標に最終的には帰着する。

その場合には、個人が目標を達成すると、機関が掲げた目標を達成できるのか。これがあ

れば非常にすっきりしていると思うのです。その場合、私はその間を取り持つのが、一つ

ポートフォリオが取り持つのかと思うのですが、その場合、ポートフォリオの場合、割と

はっきりしています。教育とか研究とかかなりターゲットが絞られている。それは中期目

標というのは、一応、教育研究が中核であったとしても多分に包括的です。この辺り、生

和先生、それから他の方も何かご助言をお願い出来たらと思います。 

 

生和： 

国立大学の場合の中期目標、中期計画というのは向こう６年間の達成可能な目標を掲げる

わけです。しかも、その内容については、具体的には川口先生の方が詳しいと思いますが、

各部局単位、あるいは学科単位というようなものは基本的には掲げない。あくまでも機関

としての大学が少なくとも６年間に責任持ってやれる範囲のものを掲げるというのが基本

です。ですから、中期目標、中期計画という表に現れるものとは別に、各大学が自らの計

画を立てていく、あくまでも学内における中期目標、中期計画。そこを切り分けておかな

いと、一人一人の目標を全部外へ出してしまうということは、現実問題としてはない。 

それから、教育、研究に関して言うと、これはあくまでも大学がコントロールできる範囲

のことですが、予算とかそういった問題は自分達のコントロール枠外の問題でありますか

ら、そういったことに関して、恐らく個人のレベルで計画を立てるというのはとても無理

だと思っています。今お話しました内部質保証システムというのは、それを全て外へ出し

て、認証評価なり、個人評価に使うのではなくて、あくまでも大学内部の質保証の内部シ

ステムとして、きちんと自らが作り上げるものであるというふうに理解してもらっている。

今までの外的質保証と一定の距離をおいて議論をして頂ければと思います。 
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参加��： 

ありがとうございます。私が申し上げたいところは、人間というのは遺伝子の利己性と人

類として進化してきた集団性というのがあって、個人に降ろしていると、個人レベルでな

いと、現実に大学の目標などを達成できないのです。要するに教員が色んな活動を支えて

いるわけですから。それは多分に利己的な側面があるわけです。その辺をどう大学として

の、仮に内部目標としたところでどう整合させていくのか、その辺りを僕はポートフォリ

オである程度絞れるものかどうかというのをお聞きしたかったのです。 

 

��： 

例えば、国立大学であると中期目標、中期計画というのは重く圧し掛かっていると思うの

ですが、その時の、期間の目標なりを書くことになるのですが、そことの整合性というの

は少し難しいと思うのですが、ただ、ここで言われている共通目標というのは、例えば、

ディプロマポリシーとか教育に関する学部、学科の目標といったものを考えれば、当然テ

ィーチング・ポートフォリオを書く時に、自分が所属している学部学科の教育目標という

のを意識しながら、自分の理念というのを書くことになりますから、そこには全然矛盾は

なくて、今言われたようにちょうど間を繋ぐような存在になるのではないかと思います。 

 

��： 

どうもありがとうございました。それでは、もう少し時間がございますので、最後にご質

問がありましたらどうぞ。 

それでは、だいぶ長い間、このパネルディスカッションにご参加頂きましてどうもありが

とうございました。改めて４人の方に拍手をお願い致します。 

 
それでは最後に、私の方から閉会のご挨拶を申し上げたいと思います。本日はご多忙のと

ころ、このフォーラムにご出席頂きましてありがとうございました。いわゆるティーチン

グ・ポートフォリオ、あるいはアカデミック・ポートフォリオというものが、先ほども何

度も出てきましたが、やはり少しずつでも広がっていって、これは私どもはやはり今の大

学の教育の研究活動を可視的に社会に見せるということも非常に重要なわけで、その一つ

としても重要ではないかと考えて、このフォーラムを計画させて頂きました。このように、

多くの方にご出席頂きまして、大変ありがとうございます。改めてお礼申し上げたいと思

います。 

最後に、私ども機構の宣伝をさせて頂きます。宣伝というのは出版物でございます。外に

ティーチング・ポートフォリオ、アカデミック・ポートフォリオが置いてあると思います

ので、ご覧頂き、ティーチング・ポートフォリオはお陰様で刷ったものがほとんど無くな

ったと先ほど伺いましたが、ぜひまたご覧頂ければと思います。 

それからこの度、私どもの機構では、我が国の高等教育や質保証に関する情報を日本語・

英語の二ヶ国語で発信するツールとして、インフォメーション・パッケージを作成致しま
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した。これも入り口のところにこういうファイルに入ってございますので、是非お持ち頂

ければと思います。このパッケージは、現在は日本の制度あるいは質保証の制度、高等教

育の制度に関して、英語と日本語の両方で発信するということで行いましたが、いずれ中

国、オーストラリア、イギリス、オランダ、アメリカ合衆国も今順次作る作業をしており

ます。 

それから私どものホームページにも既に日本版は出ておりますので、是非ご覧頂きたいと

思います。受付の前に置いております。お持ちの方もいらっしゃると思いますが、お持ち

頂き、海外との連携協力の場合における相互理解の促進、あるいは日本の制度や状況を知

ってもらうということを目的とさせて頂きましたので、ご活用頂ければと思います。 

大学等の教育研究活動の成果や内容は適切な形で海外に発信されるように支援していく

ということも非常に重要になっておりますので、この支援の一環として私どもは作成した

ものでございます。この中で収録されております情報としましては、高等教育総称関係の

用語集グロッサリーというのがございます。これは第２版でございます。これと我が国の

高等教育制度、質保証制度の概要、さらに評価に関する具体的な情報として、私どもの機

構の、認証評価の評価基準の英訳なども収録しておりますので、是非お持ち帰り頂きたい

と思います。 

各大学におかれましても質保証の一環として、現在の質の現状と成果の発信を行う際の一

助として頂ければ私ども、作りました方としましては大変光栄に存じますので宜しくお願

い致します。本日はどうも長時間ありがとうございました。 

 

��： 

以上を持ちまして、大学評価フォーラムを終了致します。 

 

 

 




